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【評価の観点】 ：  ① 目標，指標，計画等の設定の適切さ    ② 達成状況評価（自己評価）の適切さ    ③目標達成に向けた取組の適切さ   ④ 評価結果の分析の適切さ  ⑤ 次年度へ向けての改善方策の適切さ 
【評価の基準】 ： ４‥‥達成度 100％以上  ３‥‥達成度 80％以上～100％未満  ２‥‥達成度 60％以上～80％未満  １‥‥達成度 60％未満 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
中期経営 

目標 

短期経営 
目標 

目標達成のための方策 評価項目 
自己評価 

時期 
目標値 
（%） 

到達値 
（%） 

達成度 
（%） 

評定 説明 

確
か
な
学
力 

学力の
向上と
学びが
好きな
児童の
育成を
図る。 

学力の定着
を図る。 

・各教科の見方・考え方を働かせる授業を展開し、児
童に単元で付けたい力を身に付けさせる。 

・児童が「分かる」授業を行う。本時に身に付ける力
を明確にし、それを達成できる授業を行う。 

・授業を見合う日を設け、事後に協議し、改善点を明
らかにする。 

①国語科・算数科の単元末テ
ストにおける到達度をそれ
ぞれ85％以上にする。 

②国語科・算数科のまとめテ
ストの総合得点において、
目標値を上回る教科の割
合を80％以上（12教科中９
教科以上）にする。 

９月 ①８５ 
②80     

1月 ①８５ 
②８０     

学習意欲の
向上を図る 

・児童が問いをもつための仕掛けを工夫したり、つま
ずきに対して丁寧に手立てをしたりして学習の動
機づけを行う。 

・「分からない」「困った」などと言える学級づくりを
行う。また、「分からない」と言えることや最後まで
やりきることを価値づけていく。 

「学習を最後までやりとげ
て、うれしかったことがあ
ります。」、「今学習している
ことや体験していること
は、将来役に立つと思う。」、
「分からないことはそのま
まにせず、分かるまで努力
しています。」の肯定的回答
を80％以上にする。 

９月 80     

1月 80     

豊
か
な
心 

自分の
よさや
可能性
を 実感
し、自他
を 大切
にでき
る 児童
を 育成
する。 

自分のよさ
を知り、他者
を大切にす
る児童を育
成する。 

・学校生活全体を通じて、「自分ができたこと・がんば
ったこと」「友だちががんばっていたこと・いいなと
思った行動」を紹介し合う場を設ける。 

・結果よりも努力や挑戦の姿勢を価値づける声かけを
行う。 

・キャリアログを活用して、意識を高めさせる。 

「自分にはよいところがあ
る」「友だちのいいところを
認めている」と肯定的に回
答する児童を80％以上にす
る。 

９月 80     

1月 80     

健
や
か
な
体 

児童の
健康・安
全を 守
る と と
もに、体
力・運動
能力の
向上を
図る。 

健康・安全教
育の充実を
図る。 

・保健指導や学級指導を通して、規則正しい生活習慣
を身に付けさせる。  

・特に「起床時刻・就寝時刻・家庭学習時間・メディ
ア時間」の目標が守れるよう、スタディーウィーク
週間を設け、年間２回行う。 

・スタディーウィーク週間は、生活チェックカードを
毎日提出し、声かけを行う。 

自分で決めた「メディア時
間」（平日・土日）を守れる
児童を80％以上にする。 

９月 ８０     

1月 80     

体力・運動能
力の向上を
図る。 

・外遊びを推奨するとともに、体育環境委員会主催に
よる全校レクを実施し、楽しみながら体力・運動能
力の向上に努める。 

・体育科の授業において、原則毎時間サーキットトレ
ーニングを実施する。 

・体力テストに向けて自分の課題を理解し、課題解決
に向けて努力させるとともに、自分の記録が伸びた
ことを称賛する。 

① 体力テストでAB判定にな
る児童の割合を 75％以上
にする。 

② 体力テストの結果によ
り、重点項目を定め、種目
を再測定し、全国平均値
を上回る児童を 75％以上
にする。 

９月 ７５     

1月 ７５     

信
頼
さ
れ
る
学
校 

地域・保
護者か
ら 信頼
される
学校を
つくる。 

保護者の学
校の取組に
対する満足度
の向上を図
る。 

・地域実態や学校規模を生かし、特色ある教育内容を
展開し、保護者や地域のニーズに応える。 

 
・年間２回のアンケートにより、児童・保護者の学校
の取組に対する満足度や意見を把握し、教育活動の
工夫改善に生かす。 

① 「これからの社会に役立
つ力が育っている」保護
者の肯定的回答を 95％以
上にする。 

②「保護者・地域と協働して
子どもの健やかな育成に
取り組んでいる」保護者の
肯定的回答を 95％以上に
する。 

９月 ①９５ 
②９５     

1月 ①95 
②95     
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